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第48回

菊地理事長　 　 　 　 　 　 　 高橋副理事長 　 　 　 　 　 　 　 横森副理事長　　 　 　 　 　 　 熊澤副理事長

会場の様子

小栁専務理事

閉会  横森副理事長
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開会  高橋副理事長

司会  岡部委員長

菊地理事長

清原監事

通常総会 令和3年5月28日（金）
ロイヤルホールヨコハマ

四　校

4



令和3年度 安全衛生推進大会

　続いて災害防止活動に優秀な成果をあげました
下記の3社が表彰されました。
株式会社　イニシャルベイ
智電工　株式会社
ナトリ電設　株式会社

　表彰会員を代表として智電工株式会社 小林智明
様より本年度の運動スローガンである「持続可能な
安全管理　未来へつなぐ安全職場」と声高らかに安
全宣言がありました。

　第3部の「お楽しみ抽選会」では、下記の方が当選いたしました。
特賞　株式会社 協立電気商会　高橋耕造 様

　おめでとうございます。

第2部の勉強会特別講演では、落語家の林家たい平師匠より
「笑顔のもとに笑顔が集まる」というテーマで講演を頂きました。

　第2部の勉強会一般講演には、技術委員の二宮英彰
様より「新型コロナウイルス感染症について」というテー
マでご自身の体験談を対話方式で講話を頂きました。

　令和3年度 安全衛生推進大会が6月18日に横浜
市技能文化会館にて開催されました。
　横浜南労働基準監督署 署長 河野治子様、横浜
市建築局 公共建築部長 肥田雄三様、建設業労働
災害防止協会神奈川支部 専務理事 澁谷健一様を
はじめ多くの来賓、会員を含め111名出席のもと熊
澤副理事長による開会の言葉にて開催されました。
　冒頭、菊地理事長の挨拶では、「新型コロナの感
染予防対策と熱中症予防対策」の2つの相反する対
策を講じなければならないお話や今年の全国安全
週間のスローガン「持続可能な安全管理　未来へ
つなぐ安全職場」についてのお話がありました。 菊地理事長

菊地理事長と表彰会員の皆様

二宮英彰様

林家たい平師匠

高橋耕造様

令和3年6月18日（金）　横浜市技能文化会館
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経営首脳者安全衛生セミナー
及び経営講演会

　熊澤副理事長より開講の言葉を頂き、
進行役の川口安全委員より講師の紹介
がありました。

　続いて経営講演会では、元水泳オリンピック選手 
千葉 すず 様による特別講演「モチベーションアップ
で元気な毎日を！」と題しましてご講演をいただきま
した。
　オリンピック選手によるご講演はとても興味深く、日
本・アメリカの指導方法の違いや、長所を褒めて伸ば
す重要性等は仕事に関わらず参考となる内容でした。

　経営首脳者安全衛生セミナーでは、横浜南労
働基準監督署 安全衛生課長 関川 晃 様より
「労働災害の発生状況」についてご講演をいた
だきました。
　災害事例と労働安全衛生規則の関係条文、
再発防止対策について資料を用意していただき
詳しく学習いたしました。

　令和3年度経営首脳者安全衛生セミナー及び経営講演会が去る令和3年9月17日（金）に新型コ
ロナウイルス感染症対策を講じた上で会員62名の参加を頂きメルパルク横浜で開催されました。

講演会場の様子

（左）開講のあいさつ　熊澤副理事長
（右）司会　川口安全委員

関川 晃 様

千葉 すず 様

令和3年9月17日（金）　メルパルク横浜

令和3年度
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震災時即時出動訓練

　令和3年度震災時即時出動訓練が9月22日（水）及び29日（水）に横浜市建築局、（一社）横浜建設
業協会、（一社）神奈川県建設業協会 横浜支部、神奈川県中小建設業協会 横浜支部、（一社）横浜
市電設協会、（一社）神奈川県電業協会、（一社）神奈川県空調衛生工業会の協力で行われました。

訓練の概要
　横浜市域において震度5強以上の大規模地震が発生したという想
定のもとに、応急復旧活動の拠点となる公共建築物の中で特に重要
であり、中心的な役割を果たす市庁舎、区庁舎、消防署、病院等の安
全点検及び応急措置活動に関する訓練を実施し、震災時の防災拠
点機能の迅速な確保と防災意識の高揚を図ることを目的とします。
　今年度の訓練はコロナ禍の関係で訓練内容及び参加者を限定し、
各拠点に即時出動者1社のみの参加で市内39拠点49施設の重要公
共建築物（市庁舎、区庁舎、消防署、病院等）に建築36名、電気42名、
機械36名、合わせて114名の会員が参集し、想定される被害状況に
対する想定応急措置について協議し、公共施設復旧調整班への伝達
訓練が行われました。

令和3年9月22日（水）
・29日（水）

令和3年度

各協会伝達訓練

初動訓練
地震発生に伴い協会本部を立ち上げ、出動体制の確保、即時出動者
は即時出動施設に参集し、施設管理者との被災状況の確認をする。

模擬訓練
即時出動者は施設管理者からの被災状況を基に、安全点検、応急措
置を実施する。
（今年度は想定される被害状況に対する想定応急措置について協議）

伝達訓練
即時出動者は安全点検、応急措置の結果について施設管理者、各協
会本部へ報告。
施設管理者は公共施設復旧班へ訓練結果を報告する。

　今年度は中区役所を取材させて頂きました。施設管理者から想定
される被災状況を基に想定応急措置について協議を行いました。協
議後は被害状況と応急措置内容を施設管理者、協会本部へ報告連
絡し訓練は終了しました。
　また、訓練に向けた準備として9月14日（火）にロイヤルホールヨ
コハマにて説明会が行われ、即時出動者・バックアップ会員113社
117名が参加しました。

説明会会場

説明会状況

会議状況

協会本部伝達訓練

施設管理者伝達訓練

1

2

3
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経営委員会報告
神奈川県高校生インターンシップ事業

■今年度のインターシップ受け入れ登録企業一覧

会津電業 ㈱ 、㈱ イニシャルベイ、㈱ 共栄社、（有）共栄電設、㈱ 光電社、三興電機 ㈱ 、
㈱ジェイ・ティー・エヌ、㈱ 新川電気、㈱シンデン、ステーション工業 ㈱ 、清進電設 ㈱ 、通信設備 ㈱ 、
㈱ 通信設備エンジニアリング、㈱ 電成社、英エンジニアリング ㈱ 、㈱ 平岡電機工事、（有）プラスエヌ、
三沢電機 ㈱ 、メルビック電工 ㈱ 、矢口電気 ㈱ 、㈱ 横山電気工業　計21社

　受け入れ企業様は7月下旬から8月下旬にかけて3日間、インターンシップを実施していただきました。各
企業様のカリキュラムの1日目はおおむね社内見学や社会人としての心得・安全講話などでしたが、その後
は各企業様の主力分野を反映した大変充実した内容で実施していただき、生徒たちも大変有意義な時間と
感じ、満足していただいた様子でした。

　毎年我々経営委員会の委員は、インターンシップを行っている数社の受け入れ企業様に直接伺い生徒
および企業様各々から見たインターンシップの感想を聴取しています。以下にアンケートの概要を記し
ます。

　今年も経営委員会では「神奈川県インターンシップ制度」への取り組みを行いました。

　建設業従事者の減少・高齢化に対処するための方策の一つとして行っている取り組みでございます。私
ども経営委員会ではどこよりも先に、この対策に取り組んで参りました。しかし、令和2年度は新型コロナウ
イルス感染拡大の影響で中止を余儀なくされました。今年度も影響が懸念されていましたが、感染対策に
ご留意頂きまして、無事開催することができました。受け入れにご協力いただきました21社の企業の皆様、
また、同事業にご賛同いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。

　上記の結果となりました。注目すべきは「どちらとも言えない」のアンケートであり、回答の中には「あま
り日常的に見られるものではないので、よく知らなかった。」「全く何もわからない中でしたが、ちょっと厳し
いという印象がありました。」「難しそう」など、「業界のイメージがわかない」「厳しそう、大変そう」という意
見が多く、電気設備業界、建設業界の認知度の低さや、悪いイメージを拭い切れていない実情を浮き彫りに
させる結果となりました。

（生徒アンケート）回答全36名

1. インターンシップを体験する前の気持ちにつ
いて。

① やってみたいと思った　23件
② やりたくなかった　3件
③ どちらとも言えない　10件

2. インターンシップで実施した仕事（作業）に対
して、実施以前に思っていたイメージについて。

① 良い　23件
② 良くない　1件
③ どちらとも言えない　12件

3. 実施した仕事（作業）について。

① 良かった　36件
② 良くなかった　0件
③ どちらとも言えない　0件

4. インターンシップでどんなことを主に学びましたか。（2つまで）

① 働くことの楽しさ　13件
② 働くことの厳しさ　8件
③ 専門性の必要性・大切さ　16件
④ あいさつや言葉遣いなどのマナーの大切さ　4件
⑤ 時間を守ることの大切さ　2件
⑥ 人間性やチームワークの大切さ　11件
⑦ 学校と社会の違い　9件
⑧ 社会の中での企業の役割や責任　11件

経営委員会　担当理事　山口　久博
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7. 「働く」ということは、どういうことだと考え
ますか。（2つまで）

① アルバイトの延長　1件
② 生きがい　5件
③ 収入を得る手段　22件
④ 自分の能力を高める　13件
⑤ 社会への貢献　20件
⑥ その他　0件

8. 将来において就職先決定の重要なポイントは
何ですか。（2つまで）

① 給与　12件
② 企業の規模・安定性・将来性　17件
③ 勤務場所や通勤時間　2件
④ 自分の興味・関心・能力に合致しているか　23件
⑤ 勉強してきた専門性を生かせるか　2件
⑥ 社会に貢献できる企業・仕事内容であるか　9件
⑦ その他　0件

9. 今回のインターンシップが自分の進路決定に
役立つと思いますか。

① 思う　27件
② 思わない　0件
③ わからない　7件

10. 今回のインターンシップが今後の学生生活に
影響を与えると思いますか。

①思う　30件
②思わない　0件
③わからない　4件

5. インターンシップ期間中の自分の取り組みに
ついて。

① 良かった　29件
② 良くなかった　0件
③ どちらとも言えない　7件

6. インターンシップを終わってみての気持ちに
ついて。

① 満足している　33件
② 満足していない　0件
③ どちらとも言えない　3件

　実施した作業についての評価は全生徒良かったということで実習への満足度がうかがえる結果となりま
した。主に学んだことについては、「専門性の必要性、大切さ」が16件という結果になりました。「楽しかった」
「勉強になった」というコメントがある反面、生徒が難しさも感じたということが伺えました。また、「手厚く、
優しく指導いただいた」など、感謝のコメントも多くいただく結果となりました。

　「就職先決定の重要なポイント」について1位が「自分の興味・関心・能力に合致しているか」2位が「企業
の規模・安定性・将来性」という結果になりました。給与への関心度（12件）は高いものの、自分の能力にあっ
ているもので且つ、安定性を求めているということが伺えました。

11、インターンシップについて学校や企業に対して要望がありましたら書いてください。

（一部抜粋）

・ 善意による行動が多くて、申し訳なくなる時が多々ありました。でも嬉しかったです。ありがとうございました。

・ CADを初めてやってみて、すごく楽しかったからもう少しやりたかった。

・ とても良い経験になったので、もし就職しようとするならここに決めました。3日間ありがとうございました。

　アンケートの結果をみると、先生や親御さんに言われて参加したが、数日間の研修で電気設備業界に触れ、
前向きな意見に変わり、業界に対しての印象も変わったということが見て取れる結果となりました。

　以上、インターンシップのご報告とさせて頂きます。

　今回、生徒を迎え入れていただいた企業の皆様、各所ご調整いただきました皆様におかれましては、大変
ご負担をおかけいたしました。この場をお借りして、重ね重ねになりますが、厚く御礼申し上げます。ありが
とうございました。今回、ご希望をいただきながら、受け入れに至らなかった企業の皆様におかれましては、
大変残念ですが来年度以降も是非、参加希望を頂ければ幸いでございます。

　今後ともインターンシップ事業にご支援ご協力賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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横浜市営交通
100年のあゆみ

　横浜市営交通は、大正10（1921）年4月1日、横浜電気鉄
道株式会社が運営していた路面電車事業を公営化すること
で横浜市の路面電車、市電が開業しました。開業当日は朝か
ら花火が打ちあがり、夜にはイルミネーションで飾られた花
電車が市内を彩りました。開業当時は、「横浜市電気局」が
路面電車の運行だけでなく、発電・配電などの電気事業も担っ
ていました。

　しかし、開業から2年後、関東大震災が横浜を襲い、各所
で火災が発生し、市電も半数以上を失いました。職員は自ら
被災しながらも復旧作業に従事し、わずか1カ月後に一部の
運転を再開しました。

　震災復興の中、道路があれば運行可能なバスが注目され、
昭和3（1928）年横浜市営乗合自動車（市営バス）が開業しま
した。

　戦時中には、発電・配電等を電力会社に移管。そのため、
昭和21（1946）年5月31日、局名を「横浜市交通局」と改称し、
市電と市営バスの、文字通り都市交通を担うための部局とな
りました。

　横浜大空襲など壊滅的被害を乗り越え、戦後の経済成長
とともに路面電車の路線規模は拡大していき、昭和34（1959）
年には、一日30万人以上の方が利用する横浜の主要な交通
として活躍しました。また同年に、道路に張った架線から集
電しレールなしで走るトロリーバスが登場しました。

　しかし、この年をピークに自動車が急増、軌道敷地内での
自動車交通を認めざるを得ず、路面電車の輸送能力が低下
しました。その結果、昭和47（1972）路面電車およびトロリー
バスを廃止しました。 1950年頃　市電を修理する職員

1972年　花電車装飾市電1972年　トロリーバス

1921年4月1日　花電車

1933年　開業当時のバス

四　校
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　一方、同年の昭和47（1972）年には、横浜の新しい交通機
関として、横浜市営地下鉄が上大岡～伊勢佐木長者町間で
開業しました。その後、横浜の街の発展とともに、上永谷、
戸塚、あざみ野そして湘南台へと延伸していきました。

　平成20（2008）年には地下鉄グリーンラインが開業。横浜
北部を東西に、中山～日吉駅まで13kmを運行し、アクセス向
上を実現しました。

　また、市営バスでは、令和2（2020）年7月から全長18mの
連節バス「ベイサイドブルー」を運行するなど、観光を含む
さまざまなニーズもとらえ、その運行距離は一日約8万㎞、お
よそ地球2周分を走っています。

　この100年間、ご利用いただいたお客様は延べ約200億人
になります。これまでの100年に感謝をこめ、これからも『市
民のみなさまの足』であり続けるために、市民のみなさまに愛
され、信頼される交通機関を目指します。　

運行ルート

1972年　地下鉄開業

現在のグリーンライン

2020年　ベイサイドブルー

横浜ベイエリアの移動・観光は、
BAYSIDE BLUE で
ゆったりと快適に

詳しくは「みなとぶらり」で検索 みなとぶらり

デジタル版なら
スマートフォンから
便利にいつでも
購入できます！

期間限定販売！
「みなとぶらりシーバスチケット」なら、
海風感じるクルージングも楽しめます！
秋の横浜を満喫しませんか？

みなとぶらり
チケットなら、
ワンコインで
乗り降り自由！

全長18M！
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妙蓮寺
妙蓮寺

白楽

東白楽

反町

JR横浜線

JR東海道線・京浜東北線・横須賀線

JR根岸線

横浜市営地下鉄
ブルーライン

みなとみらい

21 横浜

20

19

18

17

16
13

日
吉

15

綱
島

14

東神奈川

新横浜

大
倉
山

菊名

東急みなとみらい線
JR
私鉄
横浜市営地下鉄

駅番号00
東急東横線

ふ
る
さ
と
探
訪
街
紹
介
編

　菊名池は、平安時代からの、菊名と妙蓮寺
に多くあった田畑に水を引くための農業用水
として造られたものです。さらに近くを流れ
る鶴見川と繋がっていました。中腹に妙蓮寺
が建つ東側の山と、山頂に武相高校が建つ南
側の山に囲まれています。そして二つの山の
分水嶺（雨水が二つ以上の水系へ分かれて流
れる境界）が川になり、菊名池へと流れ込
んでいました。川の流れは池の直前で水門か
ら池へ流れるものと鶴見川へと流れているも
のに分かれており、当時は水源から水門まで
の名称はなく、水門から鶴見川へと流れてい
く川が幻の菊名川でした。
　昔の菊名池は、菊名池公園と菊名池公園プールを合わせたものとほぼ同じ大きさでした。昭和三十年代は釣
りにボートとレジャーの中心地でした。特にボート漕ぎは盛んだったようです。池の真ん中には菊名橋がかか
り、その下には重要な産業施設である鶴見の工業地帯への水道管が通っていました。菊名池は池の上を通る水
道管と周囲の下水道の整備のために、昭和四十五（一九七〇）年より五年計画で池を埋め立てられ、菊名池公
園と菊名池公園プールに二分する計画を立てました。そして昭和四十九（一九七四）年に完成し、現在の姿と
なりました。
　現在では、プール内の浄化水と池の水と自然の井戸水を地下で繋げて循環させ、浄化するシステムが出来上
がっています。

【菊名池公園】

【菊名池弁財天】

　七福神中唯一人の女神であります。弁財天のお姿は一般には琵琶をお持ちになって居りますが、この弁財天は右手に剣を左手に
は宝玉をお持ちになり、お顔は美しく気品と愛敬がおありです。剣は魔を払い交通安全、家内安全を現し、宝玉は招福の玉として
財宝授与、商売繁昌のご守護神であります。
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　当山は、観応元年（一三五〇年）今の
横浜市神奈川区神明町にあり大経院妙仙
寺と称しました。
　日蓮聖人に帰依（仏の威徳に心を傾け
て信仰すること）の深かった大檀越であ
る波木井公の一族で伊豆から生麦に移り
住んでいた波木井善太郎公は、池上本門
寺第三祖日輪上人の熱心な信者でした。
　当時日輪上人は鎌倉の妙本寺に住んで
おられ、池上本門寺にある日蓮聖人の御
廟所に詣でるのを常としておられました。
そこで、波木井善太郎公はその往還に宿
とする草庵をつくり、日輪上人を請じて
開山とし寺と致しました。
　後に小田原北条家、徳川家より寺領五石のご朱印を賜りました。
　明治四十一年（一九〇八年）横浜鉄道臨港線（JR横浜線）の引込み線の敷設に際して大経院妙仙寺は止むなき移転となりました。
当時の住職第四十一世慈性院日體上人は、池上本門寺の末寺で檀家も少なく不便な地にあって維持困難な浄寿山蓮光寺（現在の妙蓮
寺の地）を移転先に選びました。
　蓮光寺は天正年間（一五八〇年頃）正乗院日運上人が池上本門寺第十二世日惺上人を請じて開山とし、自らは第二世となり創設し
た寺院です。
　そして両寺の住職及び檀信徒があいはかり一寺とすることとし、妙仙寺の「妙」と蓮光寺の「蓮」を合わせて、妙蓮寺と改め日
體上人が第一世となりました。ときに明治四十一年（一九〇八年）八月八日のことです。
　妙蓮寺第二世慈開院日偉上人は、大正十五年（一九二六年）東京横浜電鉄（現在の東急東横線）の開通による境内の軌道敷設に快
諾し、妙蓮寺境内を無償で提供しました。ここに妙蓮寺駅ができ、付近一帯の発展に寄与されました。当山はまことに鉄道と縁が
あります。
　昭和四十四年（一九六九年）十一月四日、妙蓮寺第三世慈篤院日仙上人は、宗祖御降誕七五〇年を記念し、五年の歳月をかけて現

在の本堂・客殿を完成いたしました。さらに昭和五〇年（一九七五年）
九月には客殿及び庫裡を増築しました。
　長年踏切の前に立ち、平成十七年（二〇〇五年）に境内に移設され
た石塔（池上本門寺第六十八世慈秀院日迦上人染筆）は当山の合併を
記念して建立されたもので、朱塗りの山門は池上本門寺の山門を模
して作られております。
　また、本堂北脇の小鐘は蓮光寺の什物で享保二十年（一七三五年）
木村將鑑安成作、中庭入口の門は中門として立てられましたが本堂
新築の際現在地に移しました。
　墓域には開基波木井家の墓碑、大正の米騒動の鈴木辨蔵氏、甘蔗（サ
トウキビ）の栽培に努力した新井忠兵衛氏の墓があります。
　本堂右手から境内周辺にかけて四季の移り変わりを味わって頂く
庭園を設けており、本堂裏手には当地の昔の地名にちなんで「菊

く く ち
池

の滝」と 本堂外観称される落差四メートルの滝があります。

【長光山 妙蓮寺】

　創建年代、開山、開基は未詳であるが、『新編
武蔵風土記稿』によれば慶長十七年六月十七日

（一六一二年七月十五日 ）銘の棟札が残るという。
明治元年一月七日（一八六八年一月三十一日 ）の
神奈川町の大火で罹災し、古記録を焼失した。
大正十四年（一九二五年 ）、日量（二十五世 ）の代
に境内を神奈川小学校（横浜市神奈川区東神奈川
二丁目三五 － 一 ）の敷地として横浜市へ譲渡し、
現在地へ移転した。

【慈雲寺】
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さ
て
、
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て
読
む
？

ヨコ
A ○○○帝国が残した
謎の空中都市遺跡「マチュピチュ」

B 梯子、英語で何ていう？
C ○○○○シップ、リ○○○○、何が入る？

D ミカン科ミカン属の果物。
主な品種にリスボン、ユーレカなどがある。

E サッカーワールドカップ南アフリカ大会で
ドイツ代表の決勝戦の勝敗を的中させたタコ、○○○君。

当選者にはクオカードをお送りいたします。

カギ5文字
で言葉を作ろう！
賞金総額1万円

1A 『カギ』 2 5 4

2 D

B 『カギ』 D

『カギ』 E 3 『カギ』

『カギ』 C『カギ』

正解者には抽選でクオカードをさしあげます。
尚、当選者の発表は次回のはまトレtimeにて行います。

「はまでんNo.62」をご覧になって、
興味のあった記事はどれですか？

テ レ ワ ー ク

答え 会社名

住所お名前

尚、お送りいただいた個人情報につきましては厳正な管理をいたします。

はまでん事務局　　FAX 045-664-9279までお願いします。

前回
はまトレtime
解答

前号はまトレtime解答！！

沢山のご応募ありがとうございました。
㈲日向電気工事� 望月　直行　様
㈱大洋電設� 渡辺　佑衣　様
東栄電設㈱� 粟原　利治　様
通信設備㈱� 重久　優女　様
通信設備㈱� 岡田　裕子　様

当選者

1A『カギ』 2 5 3『カギ』

レ ッ カ ク
2 E

ン レ ト ロ
B 4『カギ』 D

タ ワ ー ウ
C 5『カギ』

ル イ テ
『カギ』 D 『カギ』

ロ ー リ エ
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み
ののとみみ ととな ロータリー

我が社の
マドンナ

我が社の
ホープ

会社名 大江電機株式会社
職　種 事務職
氏　名 舩越　純夏
入社して 2年目

会社名 株式会社 AICOM
職　種 通信工
氏　名 脇本　貴光
年　齢 35歳
入社して 2年目

■ この業界に入るきっかけは？ ────────
◆  大学での説明会に参加したため。

■ 職場の雰囲気は？ ─────────────
◆  ̶ 入社前̶

 　 オンオフがしっかりしている雰囲気でした。

■ この業界に入るきっかけは？ ────────

◆  前職で電気工事士の方と関わる機会があり、お話
を聞いているうちに興味を持ち自分も現場仕事が
したいと思うようになったことがきかっけです。

■ 職場の雰囲気は？ ─────────────

◆  ̶ 入社前̶

　  先輩方が現場に出ていて顔を合わせる機会がなかっ
たので不安でした。

◆  ̶ 入社後̶

　  皆さん優しく、わからないことは親身になって教
えて下さります。

■ 今の仕事に就いて良かったと思うことは？ ──
◆  様々な場所に電設資材が使われており、私たちの
生活に欠かせない仕事に携われていると実感でき
たことです。

■ 現在の目標は？（2021年に思うことは？） ──
◆  お客様から受けた注文内容を理解できるように、
商品について理解力を深めていきたいです。

■ プライベートは？ ─────────────
◆  友人と連絡を取り合ったり、家族とゆっくり過ご
したりしています。

■ 現場の安全に対して？ ───────────
◆  現場に出ることはあまりありませんが、搬入時の
ルールなどを確認し、現場でトラブルが起こらな
いように気を付けていきたいと思います。

◆  ̶ 入社後̶

　  まだまだ未熟な私に優しく教えていただいています。

■ 今の仕事に就いて良かったと思うことは？ ──

◆  自分の収めた機器が「音で聞いて・目で見て」動
作を確認できたとき、「大変だったけど、やって
よかった」とやりがいを感じます。

■ 現在の目標は？（2021年に思うことは？） ──

◆  知識、技術の向上に努め、資格取得を目指してお
ります。

■ プライベートは？ ─────────────

◆  3人の娘がいます。休日は娘たちと料理や遊んだ
り賑やかに過ごしています。

■ 現場の安全に対して？ ───────────

◆  「～だろう」ではなく、「～かもしれない」と常に
意識し事故防止に努めて参ります。
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事 業 報 告

令和3年度
4月9日（金）
　広報誌「はまでん」61号を発行
4月15日（木）
　事務監査
　　於：浜電協会議室
　三役会議
　　於：浜電協会議室
4月22日（木）
　委員長会議
　　於：浜電協会議室（テレビ会議併用）
　第1回理事会
　　於：浜電協会議室（テレビ会議併用）
5月13日（木）
　石綿作業特別教育
　　於：グランベル横浜ビル　受講者30名
5月13日（木）
　浜電協ホームページ更新
5月28日（金）
　第48回通常総会
　　於：ロイヤルホールヨコハマ
　　参加者：102社（内書面表決74社）
　　懇親会は実施せず
6月3日（木）～4日（金）
　安全衛生責任者（職長）教育
　　於：浜電協会議室　受講者20名
6月9日（水）
　横浜市財政局契約部との意見交換会
　　於：浜電協会議室
6月14日（月）
　公明党市会議員団に予算要望を提出
　　於：市会会議室
6月18日（金）
　安全衛生推進大会　参加者111名（内来賓13名）
　　於：横浜市技能文化会館
6月21日（月）
　自由民主党市会議員団に予算要望を提出
　　於：市会会議室

6月22日（火）
　第2回理事会
　　於：ローズホテル横浜
　役員・委員顔合わせ会
　　於：ローズホテル横浜
6月30日（水）
　立憲民主党・国民フォーラム市会議員団に予算要
　望を提出
　　於：市会会議室
7月2日（金）
　横浜市建築保全公社との意見交換会
　　於：浜電協会議室
7月9日（金）
　ホームページの更新
7月21日（水）～22日（木）
　足場組立解体作業主任技能講習
　　於：神奈川県建設会館
　　受講者：8名
7月30日（金）
　橫浜市建築局との意見交換会
　　於：浜電協会議室
7月15日（木）～8月16日（月）
　あと施工アンカー 一般技術講習会
　　eラーニング講習
　　受講者：27名
8月30日（月）
　第3回理事会
　　於：浜電協会議室（テレビ会議併用）
9月14日（火）
　震災時即時出動訓練・事前説明会
　　於：ロイヤルホールヨコハマ
　　参加会員：113社　117名
9月15日（水）
　浜電協ホームページの更新
9月17日（金）
　経営首脳者安全衛生セミナー・第1回経営講演会
　　於：メルパルク横浜
　　受講者：62名
9月22日（水）・29日（水）
　震災時即時出動訓練　39拠点　49施設
　出動会員：39社　42名

事 業 計 画

10月8日（金）
　納涼例会
　　於：ロイヤルホールヨコハマ
10月11日（月）
　広報誌「はまでん」62号発行
10月15日（金）
　親睦ゴルフ大会
　　於：キングフィールズゴルフクラブ
10月27日（水）
　工事安全パトロール事前説明会
　　於：神奈川県建設会館
10月29日（金）
　第4回理事会
　　於：浜電協会議室
11月5日（金）
　工事安全パトロールの実施

11月12日（金）
　石綿作業特別教育
11月19日（金）
　技術講演会
11月26日（金）
　フルハーネス型安全帯使用作業特別教育
11月29日（月）～12月1日（水）
　酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者講習
　　於：神奈川県建設会館
12月3日（金）
　第2回経営講演会・忘年例会
　　於：ローズホテル横浜
12月
　第5回理事会
　　於：浜電協会議室
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　いつも広報誌「はまでん」をご覧いただき、ありがとうございます。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、掲載店への取材を当面の間自粛しております。　
　取材自粛に伴い、「味をたずねて」は休載させていただきます。
　ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

「味をたずねて」休載のお知らせ

　前号61号掲載の記事に誤りがありましたので、お詫びして訂正致します。
○ �「第27回　親睦ゴルフ大会」（5ページ）
優勝者氏名　（正）梅崎　伸幸　（誤）梅崎　信幸

61号記事訂正のお知らせ

会 員 消 息

◆正会員退会◆
●武蔵野電設株式会社
　令和3年3月31日

◆代表者変更◆
●株式会社 清康社
　就任　土屋　敦彦
　退任　村井　武夫
　令和2年4月吉日
●コイト電工株式会社
　就任　廣瀬　仁士
　退任　山口　常雄
　令和2年4月吉日
●日宝工業株式会社
　就任　田中　幹武
　退任　三橋　　渡
　令和3年4月吉日
●能美防災株式会社 横浜支店
　就任　伊藤　　睦
　退任　竹内　秀夫
　令和3年4月吉日
●日本ドライケミカル株式会社 火報東京支店
　就任　川島　徹久
　退任　伊藤　哲介
　令和3年4月吉日
●古河電池株式会社
　就任　小野　眞一
　退任　徳山　勝敏
　令和3年4月吉日

●ヤマト電機株式会社 横浜営業所
　就任　今込　大樹
　退任　請川　達也
　令和3年4月吉日
●東電同窓電気株式会社
　就任　淺水　一成
　退任　町田　和義
　令和3年6月吉日
●株式会社 協和エクシオ 南関東支店
　就任　関井　　悟
　退任　大嶽　明宏
　令和3年6月吉日
●株式会社 神奈川ケイテクノ
　就任　永井　敏之
　退任　増田　英雄
　令和3年7月吉日
●横浜電気水道株式会社
　就任　石田　龍介
　退任　杉﨑　　実
　令和3年8月吉日
●石井電業株式会社
　就任　石井　広孝
　退任　石井　直孝
　令和3年9月吉日

◆社名変更◆
●株式会社 協和エクシオ 南関東支店
　新社名　エクシオグループ株式会社 南関東支店
　令和3年10月1日

1月17日（月）
　新春賀詞交換会
　　於：ロイヤルホールヨコハマ
2月
　横浜建設業協会との懇談会
2月
　委員長会議
　第6回理事会
　　於：浜電協会議室

3月
　第3回経営講演会
3月
　神奈川県空調衛生工業会との意見交換会
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